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日本の有線テレビジョンは、2 0 0 5年に5 0周年を迎えた。その間、時

代の流れや環境の変化に応じて、新しい機能を追加しながら、地域の

情報通信基盤としての役割を果たしてきた。それを簡単にいうと、

「CATVからケーブルテレビを経て、ケーブルネットワークへ」となろう。

「未来は過去にある」といわれる。また、『現在とは、海の上に突き出

た珊瑚礁（さんごしょう）にすぎない。しかしその海上部分は、だれにも

見えない何百万、何千万もの珊瑚の死骸（しがい）の上に成立するも

のだ。同様に、この日常の世界は、過去における何百万、何千万もの

できごとと意思決定の上に成立している。（中略）過去は現在ばかりで

なく、未来も支配する』＊1。

ケーブルテレビ開始5 0年という節目の時期に、その状況を種類と発

展過程として世代ごとに振り返り、IT（Information Technology＝情報

通信技術）、IP（Internet Protocol）、放送のデジタル化、放送と通信の

ボーダーレス（融合）など、2 0 0 4年～2 0 0 7年現在のさまざまな環境の変

化と競合にどう対応しているかを概観する。

ケーブルテレビ事業とそれを取り巻く業界は今も時々刻々と動いて

いる。2 0 0 7年暮れの状況をキーワード的にいうと、①インターネット接続

サービス（ I S P＝ Internet Service Provider）事 業 から I P電 話

（VoIP=Voice Over Internet Protocol）や、ビデオ・オン・デマンド

（V O D＝Video On Demand）事業への進出、②それに関する大手通

信事業者との競合・補完、③CS（Communications Satellite＝通信衛

星）、BS（Broadcasting Satellite＝放送衛星）、地上の各デジタル放送

対応、④ケーブル事業者同士の多様な連携、⑤“第2のケーブルテレビ”

といわれる電気通信役務利用放送（役務利用放送）の行方、⑥有線に

よる無線サービスの実現……といったところであろう。これらはケーブル

テレビ事業の向い風だろうか、それとも追い風になるのだろうか。

向い風の要素は、①ブロードバンド回線として全国ネット、有名ブラン

ドの大企業との競合、②テレビやF Mが視聴できたり、定期券やクレ

ジットカードの代わりになるなど多機能化した携帯電話や、ICタグ、無線

ICなど無線を使ったビジネスの多様化、③“役務利用放送”による新規

事業者との競合、④インターネットや光ファイバーケーブル利用の動画

配信事業との競合、⑤デジタル化投資の負担……など。

追い風としては、①再送信すべき新しい放送の誕生、②ケーブル・シ

ステムのデジタル化による新規事業の可能性、③株式上場・公開によ

る市場からの資金調達、④光ハイブリッド（H F C）やF T TH（Fiber To

The Home＝家庭に引き込んだ光ファイバーケーブル）化による事業拡

大の可能性……などがあげられるだろう。

半世紀以上の実績をもとに、大きな可能性を持ったケーブルテレビ

について今後の展望を含め、考える材料を提供し、提言もしたい。

佐野　匡男
＊1：マイケル・クライトン著、酒井昭伸訳『タイムライン』早川書房、2 0 0 0年5月、下巻、2 1 6
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